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1日目 
羽田空港から1時間もかからず八丈島についた。到着し、八条植物園で八丈島の歴史や植
物、気候などを映像で学んだあと登山をしに八丈富士へ向かった。八丈富士は予想よりき
つく何度も下りたくなった。1200段の階段をのぼりながら、八丈島の植物や八丈島のこと
について現地の方から教えてもらった。山頂につくと空気がとてもきれいで普段見ること
のできない景色を見ることができた。下るときには足が痙攣するほどだったが、八丈島の
小学生は毎年上っているということを知り驚いた。宿の夜ご飯では刺身も出た。マグロと
タイだと思っていたが、説明を聞くとマグロではなく赤サバだった。今まで食べたことが
なく、今でも貴重なものだと聞き、良い経験ができたと感じた。 
 
 
 

2日目 
午前は地域のタクシードライバーさんや議員さんなどが来てくださり、たく
さんのお話をしてくださった。そこで最も印象的であったのは少子化の問題
だった。島には大学や就職するところがあまりないためほとんどの人が高校
を卒業するまでに島を出て行ってしまうと聞いた。その後9割の人は島に戻
ることなく生活している。実際に地域の方を見かけたときも年齢の高い方を
多く見かけた記憶がある。午後は自由探索の時間であったため、私たちは自
転車をレンタルしサイクリングをし、自然を感じながら2つの絶景スポット
に行った。その後は「みのり湯」に行き絶景を目の前に温泉に浸かることが
できた。その後は、ミルクがとても濃厚なジャージー牛乳や島寿司を食べ
た。刺身の部分は醬油漬けにしてあり、ワサビではなくからしが使われてい
た。2日目は島の絶景や名産を堪能できた。 
 

 
 
3日目 
最終日は、黄八丈ゆめ工房や明日葉加工場見学へ行き、それらが誕生した歴史や作ら
れている工程を学ぶことができた。明日葉加工場では明日葉のおにぎりとお茶を頂い
たが、とても苦かった。しかしこれにはがんの発達を遅らせる成分があると知り、島
の方たちがみんな元気で若々しいことに納得できた。昼食は椎茸カレーを食べた。名
前を聞いたときは椎茸がゴロゴロ入っておりマイナスなイメージではあったが、実際
に食べてみるとスライスされた椎茸がいくつか入っており椎茸の味もあまり強くなく
とてもおいしく食べることができた。その後、リゾートパークリゾート八丈島へ行
き、人口を増やすお話などを聞くことができた。昔と今の差や現状などを詳しく聞く
ことができ貴重な経験となった。その他にも、牛の牧場を見に行き、自由にのびのび
と暮らすことができているため、とてもおいしいミルクが絞れているとわかった。 
 
 
 
 
 
「八丈島をより活性化するため、より住みやすい場所にするためのアイディア」 
私は、八丈島をより活性化するために、「八丈島移住体験プログラム」を提案する。八丈島に実際に暮
らしている現地の方のお話を聞いた際、畑と自分の仕事を両立させながら暮らしていくことが当たり
前であると聞いた。畑をしている人はそれを仕事にして生活していると思っていた。普段畑仕事をや
らない人が急に移住をすると、とても大変であると感じた。そこで、移住を決定する前にそこでの生
活を本格的に体験することで気持ちを少し楽にすることができると考えた。最短でも1週間から始め
ることができる。体験期間実際に農業と仕事を両立しながらせいかつをする。体験期間と通して、島
の人と交流もでき、リアルな経験をすることが可能であると考える。 

 
 






